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第 6 章ではt 1 次変調に PSK 変調を用いる直接拡散方式のスペクトル拡散通信システムにおけるディジタル復調
方式について述べている o 復調にディジタル整合フィルタを用いる場合のピット誤り率の解析を行い，ハードウェア
試験により，解析結果の妥当性を実証すると共にディジタル復調方式の有効性を示している o
第 7 章は結論であり，本研究で得られた成果の総括を行っているo
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論文審査の結果の要旨
本論文は，広く無線通信システムにおける主力方式であるディジタル位相変調系を対象とする検波方式に関する研
究をまとめたものであり，主に以下のような成果をあげているo
(1) ビットごとではなく，多シンボルの位相遅延検波信号から送信差動位相系列の推定を行う多重位相遅延検波方式
を提案し，検波方式としての有用性を明らかにしている。
(2)上記，多重位相遅延検波方式について， ビタビアルゴリズムに関する演算量削減手法を考案し，特性劣化を招く
ことなく大幅な演算量削減効果の得られることを確認しているo
(3)多重位相遅延検波方式にスペースダイパーシチを併用した場合の受信特性改善効果を明らかにしている。
(4)無線伝搬路特性の変動に対処すべき有効な手法であるインターリーピングの程度を可変とすることによる符号化
利得可変方式を考案し，実際に衛星伝送試験を行うことによってその有効性を確認しているo
(5)スペクトル拡散通信方式について，軟判定ディジタル整合フィルタによる相関受信を基本とする復調方式のディ
ジタル化を考案し，回路規模の低減を図ると共に，回路の無調整化に貢献している。
以上のように本論文は，ディジタル位相変調波に対する検波方式に関する多くの知見を得ており，通信工学の発展
に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
